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心
災
・
災
雖
消
除
を
祈
り

ぶ
分
祭
斎
行

二
月
三
日
、
宗
像
観
光
協
会
（
会
長
1
1

小
林
正
勝
）
と
の
共

催
に
よ
る
「
む
な
か
た
大
節
分
祭
」
が
行
わ
れ
、
「
福
」
を
授

か
ろ
う
と
す
る
多
く
の
参
拝
者
が
参
集
し
、
寒
さ
を
感
じ
さ

せ
な
い
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。
節
分
と
は
季
節
の
分
か
れ

目
を
指
す
言
葉
で
、
立
春
・
立
夏
・
立
秋
・
立
冬
の
前
日
の
事

を
言
う
が
「
立
春
を
も
っ
て

年
と
り
」
と
言
わ
れ
る
様
に

旧
暦
で
は
立
春
を
一
年
の
始

め
と
し
て
お
り
春
の
節
分

を
特
に
重
視
し
て
い
た
こ
と

か
ら
、
今
で
は
立
春
の
前
日

の
み
を
意
味
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。

宗

一
月
二
十
八
日
、
氏
子
青

年
会
奉
仕
に
よ
り
豆
打
式

用
の
特
設
舞
台
が
斎
館
前

広
場
に
設
け
ら
れ
、
二
月
三

一
〈
百
平
成
ノ
大
造
営

□[
口

m
叫
]
]

が
修
復
さ
れ
、
後
に
は
沖
津
宮
社
殿

や
辺
津
宮
末
社
等
が
修
復
予
定
で

あ
る
。
こ
れ
ら
神
社
に
お
け
る
木
造

社
殿
に
お
い
て
は
、
当
時
の
建
築
様

式
を
後
世
に
伝
え
る
為
、
不
朽
し
た

部
材
の
取
替
え
は
最
低
限
と
し
、
な

る
べ
く
在
来
の
材
料
、
エ
法
を
用
い

て
修
理
を
行
う
▼
一
方
、
伊
勢
の
神

宮
に
お
い
て
は
式
年
遷
宮
を
も
っ
て

二
十
年
に
一
度
社
殿
を
建
替
え
、
す

べ
て
を
新
し
く
整
え
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
伝
統
技
術
を
次
の
世
代
に
継

承
す
る
為
で
あ
る
と
い
う
説
が
あ

る
マ
社
殿
を
残
す
こ
と
も
、
新
し
く

建
替
え
る
こ
と
も
、
我
が
国
の
伝
統
・

文
化
を
継
承
す
る
た
め
で
あ
る
●
平

成
二
十
八
年
の
新
設
住
宅
着
工
数
は

九
十
六
万
戸
に
も
な
る
。
木
造
ば
か

り
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
年
間
ど
れ

ほ
ど
の
材
木
が
ど
の
よ
う
に
使
用

さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
ご
神
宮
の

式
年
遷
宮
に
て
二
十
年
使
わ
れ
た
材

は
、
全
国
の
神
社
に
お
い
て
修
理
用

材
と
し
て
再
利
用
さ
れ
、
朽
果
て
る

ま
で
使
わ
れ
る
●
か
ぎ
り
あ
る
資
源

を
有
効
に
活
用
し
、
日
本
固
有
の
木

の
文
化
を
後
世
に
引
継
ぐ
役
割
を
神

社
は
担
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
壼
）

宗像大社ホームページ http://www.munakata-taisha.or.jp/ 
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-J  節の仕ラなま氏日
分方者そかた子午
祭々をフた‘総前
がが勤ン応つ代十
斎参めさ援ナ会―
行列‘ん大ム．時
ささ氏が使人迪賣
れれ子豆の女冗任
たる評打グ優消役

五由閏靡亨；誓旦
.......................................................................... 

三矢け儀の上招津
度を‘一左‘福宮
鳴射屯を右吹を司
らるつ汀に''-祈が
し所一、分神念災
天作人ーカ、職す難
地をは人れーる消

羅し、農臭面虚眉除
気弦向に弦拝を延
ををけ向の殿奏命

.............................................................................................................................................. 

4 苑行な参宮ま今とー年移者典祓
本 9しわが拝参つ年其晋の動は後い
年こ札交者道ナこの''- 無し斎‘清

．，もだ のに多福福外病‘館神め
宗ま黄四入列くを豆福息葦前職た
像し色回場をの授がは災津の• O 

観たいの制な参ヵ‘撒内を権特豆本
光゜声豆限し拝ろヵ、一 宮設打殿
協 援撒を、者うれの祈司舞式で
会 がき行ーはとた発念が台奉の
を 神がい般高集。声し一へ仕祭

琴磁葦三璽’扉．．．．．｛ぷ.....f互．．．．兄．．．．．＂．．．．．［；・

礼各力屯年じ
申位をフ会め
しに頂ン・宗
翡はきテ宗像
ま衷ま；像大
心し等歴社

内ょた、史氏
り団ご観子

＇一—ー、
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おと七 たにすの位 う我
いは十今°よる繁の祭紀が二
て神七年 る祝栄こ典元国月
祠武年は 浦詞とので祭の十
在天に皇 安を国旦はが建一
の皇あ紀 舞奏のー神斎国日
・本がたー が上隆息武行の生

!.. ~l~1 鳳橿る一 奉し昌 天さ事月1J
県原゜千 奏、をて、皇れ跡十
こ宮皇六 さ巫祈皇御ナこを―
即に紀百 れ女念室即°祝聰

浦瞑咽 i.、こ＝き三塁（→ Jこ1 ~_—~- ···········~·····::.·····:;~·······;·:···············;~:·····:······~·~······~;·····~~·····;:····;~ 
でてか上 だ最とり遡の独

かまつ有分こわ対わ式全現あお 2 で近けも続まる歴自
ねた我数にのれのれ典国在召り、そ箪年で古いし国史の
ば子がの認日て集て等各で 、あぃてたはが紀と年位
な孫讐文識のい会いの地も 嘆記感西る歴いが‘神元にを式
ら r 化し意る る、奉でー カ、すの洋゜史嘉‘弯話で基元をな網世．、義゜冒か、祝様あ わ塁元暦 をはそてのあづ年拳
し：承筏歴世を日立—行；日 し主号の 持、れ他時るくとけ
し泉史界各本っ方事神に いと表表 つ世がに代゜我すら
てしをで々人てでが事は 限な記記 日界連もま建がるれ
ぃ、持も充は行反行、、 りっをの 本で綿あで国国こた

紀
元
祭
斎
行

中
津
宮
節
分
祭

澄
み
渡
る
晴
天
の
中
、
筑
」
参
集
し
賑
わ
い
を
見
せ
る
中
、
[

前
大
島
の
中
津
宮
で
節
分
祭
こ
千
前
十
一
時
、
本
殿
に
て
節
一

が
斎
行
さ
れ
た
。
口
分
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。
豆
打
一

午
前
十
時
よ
り
境
内
で
は
：
ち
式
で
は
、
神
職
・
沖
中
両
i

祭
典
に
先
立
ち
ぜ
ん
ざ
い
が
二
呂
奉
賛
会
会
長
・
同
翼
賛
会
[

振
舞
わ
れ
、
島
内
の
氏
子
が
：
会
長
・
同
敬
神
婦
人
部
部
[

]
t
i
n長
・
責
任
役
員

を
は
じ
め
、
本
一

4
.
-

f
年
還
暦
を
迎
え
一

？
T

．
炉

g
i
 

.”..tJ

1[ 

パ

5
r

、.
rば
｀
ー
た
年
男
・
年
女
一

l
 

べ

1

が
、
峠
・
千
早
・
一

｀
日
i

ー
、
．
ふ
撒
き
、
本
殿
周
[

ヲ
A

辺
は
熱
気
に
包
[

（
一
ま
れ
各
々
福
連

母
一
を
い
□
戸
[
3

A

て
奉
納
頂
い
て
こ
問
店
様
、
又
も
ち
米
を
奉
納

お
り
ま
す
、
藤
二
頂
き
ま
し
た
還
暦
同
年
講
・

島
聡
様
•
松
尾
二
白
稀
同
年
講
の
皆
様
に
は
厚

商
店
様
・
高
島
：
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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文

化
財
防
火
訓
練

詞
団
は
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
に
よ
]
―
塁
氏
、
宗
像
市
長
谷
井
博
爽
の
関
係
各
機
関
が
協
力
し
て

-
]
汀
・
い
い
ー
｀
日
：

W
I
I

い[
O
O
防
り

lt
t
]
B
B
戸
る
：

文
化
財
防
火
デ
ー
の
一
月
一
今
年
も
第
二
駐
車
場
か
ら
こ
消
防
ホ
ー
ス
を
延
ば
し
地
元
：
礼
挨
拶
を
行
い
、
訓
練
が
無
一
造
営
」
を
契
機
に
昭
和

二
十
六
日
、
当
社
で
四
十
三
：
出
火
、
重
要
文
化
財
で
あ
る
こ
消
防
団
と
共
に
放
水
に
よ
る
二
事
終
了
し
た
。
f
四
十
七
年
よ
り
毎
年
実
施
し

回
目
の
文
化
財
防
火
訓
練
が
本
殿
・
拝
殿
、
ま
た
国
宝
や
消
火
活
動
に
あ
た
っ
た
。
．
同
日
午
後
一
時
に
は
宗
像
て
今
年
で
四
十
三
回
目
を
迎

実
施
さ
れ
、
宗
像
大
社
自
衛
二
重
要
文
化
財
を
収
蔵
展
示
す
一
更
に
強
風
に
よ
り
祈
願
殿
こ
消
防
署
神
湊
出
張
所
の
指
導
一
え
た
。
貴
重
な
御
社
殿
・
文

消
防
団
・
宗
像
地
区
消
防
本
：
る
神
宝
館
に
火
勢
が
迫
る
想
こ
に
飛
び
火
し
た
想
定
で
、
午
こ
に
よ
る
救
命
講
習
を
清
明
殿

□化
財
を
守
り
伝
え
る
た
め
、

部
・
宗
像
市
消
防
団
（
第
ニ
二
定
で
執
り
行
わ
れ
た
。
一
前
十
時
、
宗
像
地
区
消
防
本
こ
に
て
開
催
、

A
E
D

（
自
動
体
]
職
員
の
意
識
を
高
め
る
良
き

四
・
五
・
十
一
・
合
同
分
団
・
一
午
前
九
時
五
十
分
、
第
二
」
部
・
宗
像
市
消
防
団
の
各
消
；
外
式
除
細
動
器
）
、
心
肺
蘇
二
訓
練
と
な
っ
た
。

女
性
消
防
団
女
性
班
）
か
ら
」
駐
車
場
で
出
火
を
発
見
し
た
」
防
車
両
が
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
；
生
法
、
水
消
火
器
に
よ
る
消

約
百
二
十
名
が
参
加
し
た
。
」
神
職
が
社
務
所
に
通
報
、
更
：
し
第
一
駐
車
場
に
集
結
。
各
丁
火
訓
練
を
約
一
時
間
ご
指
導

に
社
務
所
か
ら
こ
隊
は
祈
願
殿
に
向
か
い
一
斉

□
い
た
だ
い
た
。

二
九
番
に
通
二
放
水
を
開
始
し
て
消
火
活
動
一
文
化
財
防
火
デ
ー
は
、
昭

報
。
職
員
は
直
ち
口
か
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
二
和
二
十
四
年
一
月
二
十
六
日
、

に
火
元
に
駆
け
つ
i
訓
練
終
了
後
に
参
加
者
は
こ
広
隆
寺
金
堂
の
壁
画
焼
損
を

け
、
巫
女
・
女
性
」
第
一
駐
車
場
に
整
列
、
宗
像
[
益
憾
品
g
和
三
+
年
に
制
定

o

職
員
と
女
性
消
ご
地
区
消
防
本
部
消
防
長
門
脇
：
以
来
、
こ
の
時
期
に
は
全
国
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宗 MUNAKATA 屑し 平成29年3月 1 日水曜日

に献行本 名始宮が海
宮つ上‘殿午出め奉中洋一

”：出：出釘中いとそに前席各賛村神月
r へ 秋のて十の漁会忠事一
|. g畠季雷盆面塁協沖彦奉t
□ 布胄§算祈三開畜鳳貪 9 日
•hl し 1 のつ海そ願＋催代明、の宗
'た上、祭望［表会沖初像

且区己＿ヽ 幸布斎、。六を両合社
は 神若をりた者長中会大

..................................................................................................................................................................................................................................... 

しくたに大三た知海に がいれ点若く所宜は内薦漁例
たこめあ会十平徹上つ次決る‘で布事よ‘‘しさ協年

。：冑互｀晶四塵塁； ｛雇尼：歪畠嘉悶竺農百；悶言齋
ょ羅塵讐烹工冒g詈息だ；〗悶胃を阜目齋り、石召眉

門 [9 9 白笠交蜘：壽 舟叫掌 9 乞賣兜豆志駁缶砥
終て行れ< --, °の全祭 献し告現てた島権上でら名
了いうるり第ま周な— 上てさ時、だ支禰者参推、

平
成
二
十
九
年

海
洋
神
事
奉
賛
会
初
会
合

長主あ 2 然れ観 2 P 扇一
‘催り 0 とた光 0
中者 ‘l ら゜協 l R 京月
村の宗 7 ふこ会 7 交聾七
忠谷像とくののが流に日

＇は［閾：言贔畠会哀可
く美交同ア‘で市in て治

［門犀摩畠．：：］置叫喜麗゜た予定録世宮雙 食‘ふ料冬祠名宗館ど化家値ほ二

命嬰交昇塁司ぢ 嬰言貪饗明 □ 青篇贔竺令，ぷ冒か姦
r ど当る化がな P 者理が治がや赤ま五メ報等世漁
説を社ま遺挨ヵ、 R にと調記特明間；。デ発に界業
明参ので産拶で し宗と理念設太の。人ィ信携文協

ー］置ll·iロ
拡材ど後
大‘でに
が天、は
期然こ食
待とれ材

東
京
・
明
治
記
念
館
に
て
宗
像
P
R

交
流
会
を
開
催
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二
月
一
日
午
後
二
時
よ
り
、

勅
使
館
新
築
工
事
に
伴
う
地
鎮

祭
を
斎
行
し
た
。
当
日
は
、
宮

司
以
下
職
員
、
設
計
監
理
者
、

工
事
請
負
業
者
な
ど
約
二
十
名

の
参
列
の
も
と
、
こ
れ
か
ら
始

ま
る
工
事
の
安
全
を
祈
念
し
た
。

新
た
に
築
く
勅
使
館
は
、
従
前

と
同
様
に
主
に
賓
客
の
接
遇
に

使
用
さ
れ
る
。

一
◆
設
計
監
理
・
種
村
強
建
築
設
計

一
◆
施
エ
・
溝
江
建
設
株
式
会
社

一
◆
工
期
・
平
成
二
十
九
年

＂
二
月
ー
九
月
（
八
ヶ
月
）

工
事
業
者
に
つ
い
て
は

左
記
の
通
り
で
あ
る
。

勅
使
館
新
築
工
事
に
先
立
ち
、
地
鎮
祭
斎
行

時
清
ち
て
道
ひ
ら
く

造
営
日
記
⑪

五
0
、

0
0
0
円
一
神
戸
市
田
中
和
也
ー
北
九
州
市
竹
森
美
智
子

柳
川
市
宮
崎
チ
ヅ
ヨ
ー
下
関
市
三
井
俊
幸
一
北
九
州
市
佐
藤
千
春

三
0
、
0
0
0

円
一
世
田
谷
区
竹
内
一
暁
ー
山
陽
小
野
田
市
月
村
敏
章

福
津
市
川
野
翼
一
中
間
市
高
島
広
子
ー
田
川
市
樽
本
義
和

1
0
、

0
0
0

円
ー
名
古
屋
市
小
出
恵
美
子
一
筑
後
市
戸
上
保
子

市
川
市
岡
本
均
ー
名
古
屋
市
小
出
彩
ー
中
野
区
川
村
真
恵
子

大
川
市
中
村
光
利
一
阪
南
市
山
中
富
士
夫
＿
直
方
市
下
坂
本
純

北
九
州
市
土
谷
ゆ
み
ー
福
岡
市
橋
本
順
子
ー
福
岡
市
大
川
内
雅
子

北
九
州
市
中
尾
健
哉
ー
福
岡
市
瀬
戸
篤
一
福
岡
市
大
川
内
紀
子

狛
江
市
杉
浦
純
子
ー
福
岡
市
内
山
希
代
ー
福
岡
市
山
内
健
嗣

田
川
郡
吉
田
桃
平
ー
福
岡
市
本
間
千
佳
一
福
岡
市
冨
永
智
子

中
間
市
森
伸
介
一
福
津
市
青
谷
和
彦
ー
福
岡
市
福
ヶ
迫
道
慎

宗
像
市
林
田
勇
歩
一
宗
像
市
城
谷
吾
郎
一
福
岡
市
西
久
保
塁

宗
像
市
中
西
常
道
一
宗
像
市
小
野
稔
一
福
岡
市
福
田
衣
里

五
、0
0
0

円
一
宗
像
市
土
谷
理
恵
一
福
岡
市
橋
本
哲
也

大
阪
市
福
地
昭
義
一
三
、

0
0
0

円
ー
福
岡
市
田
中
将
文

遠
賀
郡
川
渕
き
よ
美
一
大
牟
田
市
猿
渡
る
み
こ
一
福
岡
市
堤
昌
文

遠
賀
郡
川
渕
孝
明
一
北
九
州
市
中
村
卓
也
一
宗
像
市
今
井
恵
太

春
日
市
大
楠
普
一
郎
＿
信
子
一
宗
像
市
野
々
下
一
郎

春
日
市
大
楠
理
恵
子
一
直
方
市
有
田
福
雄
一
宗
像
市
鷲
津
ハ
ル
ミ

河
内
長
野
市
鹿
田
良
一
一
宮
若
市
長
浜
愛
国
一
横
浜
市
松
井
志
穂
美

北
九
州
市
赤
木
慶
三
—
二
、
0
0
0

円
ー

北
九
州
市
山
口
展
弘
ー
板
橋
区
築
井
彩
―

北
九
州
市
原
三
代
子
—
う
き
は
市
田
中
博
史
一

北
九
州
市
堀
江
和
彦
一
北
九
州
市
松
原
透
一

熊
本
市
大
橋
朱
佳
一
北
九
州
市
森
幸
太
郎
一

久
留
米
市
馬
場
崇
仁
＿
北
九
州
市
川
埜
和
代
一
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宗
像
大
社
と
南
坊
流
は
、
昭
和
]
字
に
結
び
厳
し
い
表
情
で
し
た
。
母
こ
か
臨
席
さ
れ
、
そ
れ
以
後
、
後
見
し

初
期
以
来
深
い
縁
で
結
ば
れ
て
い
こ
」
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
出
光
弘
様
の
肝
一
て
頂
い
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
南
坊

ま
す
。
私
の
旧
家
屋
の
奥
に
茶
屋
：
入
り
で
昭
和
七
年
秋
に
吉
田
先
生
二
流
会
長
・
理
事
長
、
地
元
の
宮
内
代

（
洗
心
庵
）
が
あ
り
、
そ
の
戸
袋
棚
に
口
か
初
め
て
宗
像
大
社
拝
殿
で
献
茶
一
議
士
、
そ
し
て
昨
年
黒
田
家
藤
香

数
冊
の
母
の
写
真
帳
が
あ
り
ま
し
：
さ
れ
た
時
の
記
念
の
写
真
だ
そ
う
：
会
副
会
長
と
、
出
光
弘
翁
の
郷
土

た
。
中
に
古
い
色
褪
せ
た
一
枚
の
白
二

c

す
。
先
生
は
久
留
米
の
寅
修
女
：
筑
前
の
南
坊
流
復
活
の
熱
意
・
御

黒
の
写
真
が
有
り
、
数
人
の
黒
紋
こ
学
校
を
卒
業
し
て
宗
像
市
赤
間
の
二
恩
に
答
え
る
べ
く
臨
席
さ
れ
て
い
ま

付
着
物
姿
の
女
性
達
が
一
人
の
紳
二
古
田
家
に
嫁
入
さ
れ
、
同
女
学
校
二
す
。
本
年
は
献
茶
式
八
十
五
周
年
、

士
を
中
心
に
緊
張
し
た
顔
で
写
っ
て
二
り
創
立
者
で
南
坊
流
宗
匠
の
田
中
―
一
層
の
奉
仕
を
誓
っ
て
い
ま
す
。

い
ま
し
た
。
母
の
師
匠
の
吉
田
ヨ
シ
]
國
雄
先
生
に
指
導
を
受
け
ら
れ
ま

ノ
（
宗
芳
）
先
生
、
娘
時
代
の
母
（
宗
：
し
た
。
そ
し
て
理
事
に
進
み
多
く

孝
）
も
居
ま
す
。
皆
、
口
を
真
一
文
二
の
弟
子
を
育
て
ら
れ
ま
し
た
。

：
母
は
若
く
し
て
吉
田
先
生
に
入
＾

五
口
し
、
一
番
弟
子
と
し
て
先
生
引
f
t

令

｀
坦
後
は
理
事
に
進
み
、
宗
像
大
社
：P
L
~

二
献
茶
式
を
引
継
ま
し
た
。
戦
争
中
・

：
も
継
続
し
た
そ
う
で
す
。

一
私
は
一
連
の
経
緯
を
昧
新
出
光

二
の
出
光
豊
会
長
、
出
光
芳
秀
社
長

口
に
ご
報
告
し
、
主
催
者
と
し
て
の

」
復
帰
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
平
成

丁
丁
九
年
の
献
茶
式
に
出
光
豊
会
長

こ
宗
像
の
南
坊
流
物
語

特
宗
像
市
茶
道
協
会
会
長
南
坊
流
理
事

別

-ｭ·」-
代
洗
心
庵
瀧
口
宗
芳

春まつりの御案内 春季大祭を下記行事日程で斎行致しますので、

御参拝下さいますよう御案内申し上げます。

主基地方風俗舞

◆3月 31 日（金）午後 5 時 総社地主祭

午後 6 時 宵宮祭

i ◆4月 1 日（土）午前 11 時 一日祭（氏子奉幣•主基地方風俗舞・浦安舞）

◆4月 2 日（日）午前 1 1 時 二日祭

午前 11 時40分宗像護国神社春季大祭

高宮祭、第二宮・第三宮祭、交通安全講社祭
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一
宗
像
市
自
由
ヶ
丘
萩
原
勉

〗
差
別
語
と
言
わ
れ
る
一
本
足
の
案
山
子
学
校
田
に
十
基
が
並
ぶ

[
〈
一
本
足
の
案
山
子
〉
は
差
別
語
だ
。
学
校
田
の
古
風
な
案
山
子

i
に
差
別
語
を
思
う
正
義
感
の
強
さ
。

]
北
九
州
市
門
司
区
北
野
カ
ズ
ミ

五
年
ご
と
に
文
字
の
い
ろ
変
へ
記
し
ゆ
か
ば
あ
で
や
か
な
ら
む
十
年
日
記

宗
像
市
多
證
早
川
祥
三
~

「
ア
オ
ハ
タ
」
が
赤
旗
あ
げ
る
コ
ー
ン
缶
キ
ュ
ー
ピ
ー
は
も
う
心
う
つ
ろ
う
~

~
年
の
初
め
ら
し
い
日
記
の
歌
。
十
年
後
に
華
や
ぐ
日
記
帳
を

一
想
像
し
楽
し
む
作
者
だ
ろ
う
。

台
風
被
害
で
〈
ア
オ
ハ
タ
〉
コ
ー
ン
缶
制
作
を
中
止
し
た
キ
ュ
ー
~

ピ
ー
。
赤
旗
よ
り
白
旗
に
し
た
い
。

i
宮
若
市
宮
田
本
田
エ
リ
ナ

北
九
州
市
八
幡
西
区
豊
田
光
子
ぷ
北
風
や
嵐
を
よ
け
て
門
の
陰
小
さ
き
白
梅
早
花
開
く

二
梅
の
初
花
を
見
つ
け
た
作
者
の
感
慨
。
二
句
〈
嵐
と
ど
か
ぬ
〉

視
界
み
な
曙
色
に
つ
つ
ま
れ
て
旦
は
明
け
ゆ
く
二
0
十
七
年
~

一
旦
は
あ
さ
と
読
む
の
だ
ろ
う
。
希
望
に
満
ち
た
元
旦
の
歌
。
新
一
結
句
は
〈
初
花
ー
〉
と
し
た
い
。

年
の
表
記
は
〈
二
0

一
七
年
〉
に
。

一
宮
若
市
水
原
吉
崎
美
沙
子

宗
像
市
日
の
里
秋
吉
嘉
範
玉
か
で
待
つ
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
を
か
す
め
去
る
烈
怪
鳥
の
双
脚
を
持
つ

耳
元
で
ス
ー
ダ
ラ
節
を
聞
き
な
が
ら
人
工
呼
吸
す
る
お
と
お
と
よ
一
窓
を
か
す
め
た
鵞
の
脚
に
注
目
し
た
目
が
鋭
い
。
三
句
以
下

切
な
い
状
況
だ
。
自
解
に
よ
り
〈
耳
元
で
好
き
な
ス
ー
ダ
ラ
節
一
〈
か
す
め
飛
ぶ
懲
は
怪
鳥
の
ー
〉
と
。

一
歌
う
人
工
呼
暖
器
つ
け
る
義
弟
に
〉
。
~

i
宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

宗
像
市
宮
田
山
本
静
子
五
芦
や
か
な
日
和
授
か
る
元
日
一
に
か
す
か
に
揺
る
る
日
の
丸
の
旗

明
け
ま
し
た
酉
の
元
旦
コ
ケ
コ
ッ
コ
ー
幼
日
き
き
い
し
雄
鶏
の
声
二
穏
や
か
な
日
和
の
歌
だ
が
、
国
の
先
行
き
に
か
す
か
な
懸
念

初
句
切
れ
の
明
る
い
歌
。
二
句
以
下
〈
酉
年
の
元
旦
コ
ケ
コ
ッ
ニ
を
持
つ
作
者
で
あ
る
よ
う
に
も
読
め
る
。

一
選
者
詠

l
コ
ー
と
時
告
げ
鶏
の
な
つ
か
し
き
声
〉
。

己
呻
り
ゆ
く
母
に
手
を
ふ
る
夢
に
覚
む
こ
た
ふ
る
母
は
世
に
あ
ら
ざ
る
を

福
津
市
若
木
台
山
崎
公
俊
~

へ
つ
の
み
や
i
か
を
り
あ
る
花
を
こ
の
み
し
父
な
り
き
二
月
は
庭
の
沈

T
花
待
ち

小
春
日
に
神
苑
に
ぎ
は
ふ
辺
津
宮
清
明
殿
で
は
短
歌
大
会
~

作
者
は
短
歌
大
会
実
行
委
員
。
言
葉
を
減
ら
し
〈
小
春
日
を
神
[

一
苑
に
ぎ
は
ふ
清
明
殿
で
短
歌
大
会
開
か
る
る
午
後
〉
。
一

宗
像
市
池
田
森
龍
子
i

新
ら
し
き
布
巾
に
変
へ
て
ゆ
く
年
の
風
を
聞
き
つ
つ
喬
麦
す
す
り
を
り
一

新
し
い
布
巾
が
清
々
し
い
。
動
詞
を
減
ら
し
三
句
以
下
〈
年
越
一

し
の
蕎
麦
を
す
す
れ
り
風
を
聞
き
つ
つ
〉
。
一

宗
像
大
社
歌
会
詠
草

大
西
晶
子
選
毎
月

2
5日
メ
切

俳
句

宗
像
市
多
膿
早
川
祥

ひ
と
し
れ
ず
種
を
こ
ぼ
し
て
冬
枯
る

1
"
[

戸

ら
六
年
が
緒
つ
烹
曲
の
程
過
と
と
も
に
、
日
常
を
取
り

戻
す
こ
と
が
で
き
て
い
る
人
も
多
い
反
面
、
避
難
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方
は
ま
だ
ま
だ
大
勢
い
ま

す
。
被
災
地
の
一
日
で
も
早
い
復
興
を
心
よ
り
お
祈
り

い
た
し
ま
す
了
当
時
、
私
は
大
学
在
学
中
で
し
た
。
首

都
圏
の
交
通
網
は
す
ぐ
に
ス
ト
ッ
プ
。
バ
ス
停
や
タ
ク

シ
ー
乗
り
場
に
列
を
成
す
人
々
、
駅
の
改
札
に
殺
到
す

る
人
々
。
私
も
深
夜
ま
で
家
に
帰
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
連
続
す
る
余
震
や
日
常
か
ら
非
日
常

へ
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
の
恐
怖
、
こ
の
よ
う
な
時

ほ
ど
自
然
の
鷲
異
に
対
し
て
の
人
間
の
無
力
さ
と
い

う
も
の
を
感
じ
た
瞬
問
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
マ
抗

う
こ
と
の
で
き
な
い
自
然
に
対
す
る
畏
敬
の
念
、
自
然

の
も
た
ら
し
て
く
れ
る
恵
み
に
対
し
て
の
感
謝
の
念

が
神
道
の
起
源
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
自
然
の
巨
岩

や
大
木
に
神
を
見
出
し
て
祭
祀
を
す
る
、
そ
れ
が
学

術
的
に
証
明
さ
れ
た
の
が
沖
ノ
島
で
す
文
神
這
の
起
源

を
残
す
沖
ノ
品
に
二
月
下
旬
よ
り
勤
務
へ
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
神
明
奉
仕
は
も
と
よ
り
、
神
道
の
起
源
に

抱
か
れ
て
自
分
を
顧
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
（
黒
）

発
行
所

宗
像
大
社
社
務
所
・
宗
像
会

住
所
〒
八
―

-
I
三
五
0
五

福
岡
県
宗
像
市
田
島
二
三
三
一

電
話
（

O
九
四
0
)六
ニ
ー
一
三
―
一
（
代
）

発
行
人
葦
津
幹
之

編
集
人
大
塚
・
鈴
木
・
黒
神

制
作
•
印
刷
ゼ
ネ
ラ
ル
ア
サ
ヒ

つきなみ

1 ・ 15日月次祭
午前10時～高宮祭
第二宮・第三宮祭 宗像護国神社 (1 日）
午前 11 時～総社祭
浦安舞奉奏(1日） 豊栄舞奉奏(1 5 日）

................................................................... 

4 日 氏貞公墓前祭
午前11 時～於＝氏貞公墓前
（宗像市上八）本年は仏式で斎行

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

19日松尾神社祭
午前 11 時～ 於＝境内松尾神社

................................................................ 

20日皇霊殿逢拝式午前10時～




